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第 56回総会
　
　
第
56
回
総
会
を
開
催

　
　      

大
船
渡
林
野
火
災
の
募
金
も
実
施

　
第
56
回
の
在
京
白
堊
会
総
会
は
、

５
月
10
日（
土
）に
、ホ
テ
ル
東
京
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
来
賓
の
方
々
を
含
め
て
、

約
1
4
0
名
の
同
窓
生
が
出
席
し
ま

し
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
会
場
受
付
に
は
、
２
月
26
日
に
大

船
渡
市
で
発
生
し
た
山
林
の
大
規
模

火
災
の
被
災
地
を
支
援
す
る
募
金
箱

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

約
5
万
円
の

義
援
金
が
集

ま
り
、
大
船

渡
市
に
届
け

ら
れ
ま
し

た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
昭
和
49
年
に
盛

岡
一
高
を
卒
業
さ
れ
、
現
在
、
文
科

省
の
Ｄ
Ｐ
事
業
委
員
会
委
員
長
、
岩

手
県
の
Ｄ
Ｘ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
希
望

郷
い
わ
て
文
化
大
使
も
務
め
て
い
る

村
上
雅
人
さ
ん
に
よ
る
「
自
彊
息
ま

ず
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
内
容
の
深
さ
と
明
快
な
ご
説
明

に
参
加
者
一
同
深
い
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

　　
総
会
で
は
各
議
題
が
上
程
さ
れ
（
第

二
面
ご
参
照
）、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
来
賓
の

紹
介
、
白
堊
芸
術
祭
や
各
サ
ー
ク
ル

活
動
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
更
に
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
映
像
で
野

球
部
の
活
躍
を
振
り
返
る
企
画
や
、

10
月
に
盛
岡
で
開
催
さ
れ
る
故
渡
辺

克
巳
氏
（
昭
36
卒
）
の
写
真
展
の
熱

い
告
知
（
第
二
面
ご
参
照
）、
音
楽
部

の
活
躍
を
称
え
る
OB
か
ら
の
サ
プ
ラ

イ
ズ
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
再
会
を
歓
び
あ
い
、

旧
交
を
温
め
る
歓
談
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　
総
会
の
締
め
く
く
り
に
、
母
校
の

校
歌
を
熱
唱
し
、
お
互
い
の
奮
闘
を

祈
る
エ
ー
ル
を
交
換
し
、
来
年
の
再

会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
！

開会宣言
金子副会長

戸田会長
挨拶

中村智和校長
ご挨拶と母校の近況披露

中村一郎白堊同窓会会長
乾杯と盛岡市紹介

野球部 OB 岩泉さんの
鋭いポイント解説も

小田さん (平 8卒 )岩崎さん (平18卒 )
による軽妙な司会進行

自彊息 ( や ) まず
盛岡一高で学んだ宝

リードは及川光紀さん ( 昭 58 卒 )、
高橋陽さん ( 令 3 卒 )、佐々木謙治さん（昭 58 卒） 太鼓は阿部知仁さん ( 令 4 卒 )

当日の写真アルバ
ムをホームページ
に掲載しておりま
す。
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2024（令和 6）年度　収支決算書 （2024/4/1 ～ 2025/3/31）
収入の部 支出の部

（前年度比） （前年度比）
会費収入 1,362,000 (+518,000)　経常経費
　（年会費） 　事務費 77,278 ( ▲ 1,517)

　通信費 608,575 ( ▲ 404,212)
　事務局維持費 120,000 (0)
　雑費 160,582 (+95,374）
活動経費
　白堊藝術祭 163,574 (+31,604)
　クラブ活動費 72,102 (+7,312)

総会参加収入 1,118,000 (+34,000) 総会運営費 1,193,314 (+42,139)
雑収入 4,338 (+2,805)
（収入計） 2,484,338 (+554,805)（支出計） 2,395,425 ( ▲ 229,300)
前年度繰越金 2,888,027 ( ▲ 695,192) 次年度繰越額 2,976,940 （+88,913）
合計 5,372,365 合計 5,372,365

2025( 令和 7)年度収支予算書   （2025/4/1～ 2026/3/31）
収入の部 支出の部

会費収入 1,400,000 経常経費
　（年会費） 　事務費 100,000

　通信費 800,000
　事務局維持費 120,000
　雑費 180,000
活動経費
　白堊藝術祭 180,000
　クラブ活動費 100,000

総会参加収入 1,400,000 総会運営費 1,200,000
雑収入 10,000
（収入計） 2,810,000（支出計） 2,680,000
前年度繰越金 2,976,940 次年度繰越額 3,106,940
合計 5,786,940 合計 5,786,940

　
総
会
議
案
の
要
録　

第
１
号
議
案

　
2
0
2
4
年
度
活
動
の
報
告
の
件

　
総
会
・
懇
親
会
、
常
任
幹
事
会
・

幹
事
会
（
各
3
回
）、
白
堊
芸
術
祭
、

会
報
発
行
（
2
回
）、
各
ク
ラ
ブ
の

活
動
等
に
つ
い
て
報
告
。

第
２
号
議
案

　
2
0
2
4
年
度
収
支
決
算
報
告
の

件　
　

　
　
（
下
表
右
）

第
３
号
議
案

　
2
0
2
5
年
度
活
動
計
画
案
の
件

　
前
年
度
と
同
様
の
内
容
に
加
え

て
、
会
勢
拡
大
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
・
活
用
を
目
指
す
計
画
と
し
て

い
ま
す
。

第
４
号
議
案

　
2
0
2
5
年
度
収
支
予
算
案
の
件

　
　
（
下
表
左
）

報
告
事
項

　
2
0
2
5
年
度　
役
員
体
制 

他

　
役
員
体
制
は
前
年
度
か
ら
不
変
。

※  

議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
次
回
第
57
回
総
会

（
2
0
2
6
年
5
月
9
日
開
催
予
定
）

に
向
け
て
、
総
会
運
営
を
お
手
伝
い

頂
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
企
画
・
出
演

に
つ
い
て
も
募
集
し
ま
す
。

　
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

　
常
任
幹
事
会
・
幹
事
会

　
６
月
19
日
に
銀
座
南
海
ビ
ル
に
て
第

３
回
常
任
幹
事
会
を
、
７
月
23
日
に

市
ヶ
谷
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
で
第

３
回
幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

幹
事
会
に
は
29
名
の
参
加
が
あ
り
、
年

間
活
動
報
告
や
今
年
度
総
会
の
振
り
返

り
と
次
回
総
会
・
懇
親
会
に
向
け
た
相

談
、
会
勢
拡
大
に
関
す
る
協
議
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
メ
ン
バ
ー
の

参
加
も
あ
り
、
盛
況
で
し
た
。

昭 63 卒柴田さん

平 18 卒及川さん

総会ですっかり恒例となった集合写真撮影

盛岡で生まれ、新宿を撮り 
続けた、流しの写真屋

10/3( 水 ) ～ 11/3( 月 )
もりおか町屋物語館にて

詳しくは→



（　） 在京白堊会会報　2025年 9月（第54号）3

小
井
土
文
哉
白
堊
応
援
團

　
小
井
土
文
哉
白
堊
応
援
團
は
、

平
26
卒
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
小
井
土

文
哉
く
ん
を
応
援
す
る
会
で
す
。

　
2
0
1
7
年
第
49
回
在
京

白
堊
総
会
で
彼
の
存
在
を
知

り
、
そ
の
後
リ
サ
イ
タ
ル
で
彼

の
演
奏
に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
日
本
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
優
勝
、
2
0
1
9
年
イ
ギ
リ

ス
で
開
催
さ
れ
た
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

ス
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
コ
ン

ク
ー
ル
優
勝
。
そ
れ
ら
を
祝
う
会
が

團
結
成
の
発
端
と
な
り
ま
し
た
。
團

長
は
昭
55
卒
佐
藤
治
さ
ん
で
す
。
現

在
F
a
c
e
b
o
o
k
に
グ
ル
ー
プ

を
作
り
演
奏
会
情
報
の
共
有
を
中
心

に
懇
親
会
も
し
つ
つ
活
動
し
て
お
り

ま
す
。

　
そ
の
後
、
応
援
團
有
志
に
よ
っ
て

「
小
井
土
文
哉
リ
サ
イ
タ
ル
実
行
委
員

会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
故
郷
岩

手
の
皆
様
に
年
に
一
度
そ
の
歳
の
自

分
の
演
奏
を
聴
い
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
彼
の
志
に
共
鳴
し
た
メ
ン
バ
ー

が
、
在
京
と
在
盛
岡
で
連
携
を
取
り

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
シ
リ
ー
ズ
第
一
回
は
2
0
2
3

年
12
月
17
日
ト
ー
サ
イ
ク
ラ
シ
ッ
ク

ホ
ー
ル
岩
手
中
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
際
N
H
K
盛
岡
の
取
材
が

入
り
、「
指
揮
者
・
佐
渡
裕　
悩
み

な
が
ら
も
届
い
て
い
た
音
楽
」
と
い

う
番
組
で
、
岩
手
の
み
な
ら
ず
全
国

更
に
は
国
際
放
送
に
ま
で
な
り
ま
し

た
。
指
揮
者
佐
渡
裕
さ
ん
が
震
災
復

興
演
奏
会
を
毎
年
岩
手
で
続
け
て
い

る
と
い
う
内
容
で
し
た
が
、
そ
こ
で

小
井
土
君
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
第
一

回
演
奏
会
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
彼

が
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
目
指
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
震
災
復
興
演
奏
会
で
の
感

動
を
知
る
応
援
團
の
我
々
に
と
っ
て

も
こ
の
番
組
は
非
常
に
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
は
、
昨
年

12
月
に
第
二
回
が
開
催
さ
れ
、
今
年

11
月
16
日
が
第
三
回
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
朋
友
で
も
あ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト　

髙
木
竜
馬
く
ん
を
迎
え
て
の
二
台
ピ

ア
ノ
に
よ
る
演
奏
会
で
す
。
ぜ
ひ
盛

岡
に
聴
き
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
を
展
開

し
て
い
き
、
い
つ
か
は
音
楽
仲
間
を

集
め
て
岩
手
で
音
楽
祭
を
や
り
た
い

と
い
う
小
井
土
君
の
夢
に
わ
く
わ
く

し
な
が
ら
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
小
井
土
君
の
演
奏
会

で
は
た
く
さ
ん
の
白
堊
の
皆
様
と
ご

一
緒
し
ま
す
。今
年
2
月
の
王
子
ホ
ー

ル
主
催
公
演
で
は
「
盛
岡
一
高
同
窓

生
」
と
し
て
応
援
團
以
外
の
同
窓
生

の
皆
さ
ま
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
お

花
を
出
し
ま
し
た
。
お
花
を
見
た
お

客
様
か
ら
の
「
す
ご
い
ね
、
結
束
が

強
い
高
校
だ
ね
」
と
洩
れ
聞
こ
え
る

声
に
、
あ
ら
た
め
て
白
堊
を
晴
れ
が

ま
し
く
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
小
井
土
文
哉
白
堊

応
援
團
に
お
入
り
く
だ
さ
い
。
一
緒

に
応
援
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

     （
昭
54
卒　
團
マ
ネ 

酒
井
明
子
）

　
在
仙
白
堊
会
総
会
に
参
加

　
在
仙
白
堊
会
は
、
毎
年
創
立
記
念
日

で
あ
る
５
月
13
日
に
総
会
を
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
情
報
交
換
も
兼
ね
て
一
度

お
伺
い
し
て
み
よ
う
と
、
戸
田
会
長
と

事
務
局
伊
藤
の
二
人
で
５
月
の
総
会
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
50
人
の
参
加
が
あ
り
、
永

山
勝
俊
会
長
の
ご
挨
拶
、高
橋
均
様（
昭

54
年
卒
）
の
特
別
講
演
、
高
橋
瑞
彦
白

堊
同
窓
会
副
会
長
の
ご
挨
拶
、
中
村
智

和
校
長
の
ご
報
告
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
し
た
。
閉
会
前
に
は
全
員
で

校
歌
を
斉
唱
し
、
会
場
は
一
体
感
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
箱
崎
英
二
事
務
局
長
（
昭
58
卒
）
か

ら
会
の
運
営
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
お

話
を
伺
え
た
こ
と
も
有
意
義
で
し
た
。

「
若
手
の
参
加
が
少
な
い
」
と
嘆
い
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
平
成
世
代
が
10
人

以
上
参
加
さ
れ
て
お
り
活
気
を
感
じ
ま

し
た
。
無
理
を
言
っ
て
お
邪
魔
し
た
の

に
温
か
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

有志の活動紹介

小井土文哉　公式ホームページ https://www.fumiyakoido.com

　
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
、
平
26
卒
の

小
井
土
文
哉
と
申
し
ま
す
。

　
卒
業
後
は
桐
朋
学
園
大
学
、
イ
タ

リ
ア
・
イ
モ
ラ
音
楽
院
で
ピ
ア
ノ
を

専
攻
し
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
動

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
一
高
の
先
輩
方
に
は
、
2
0
1
7

年
の
在
京
白
堊
会
で
演
奏
と
座
談

会
の
機
会
を
頂
い
て
か
ら
、
沢
山
の

皆
さ
ま
の
応
援
を
頂
戴
し
て
お
り
ま

す
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
各
地
で
演
奏
活
動
を
行
う
な
か

で
、
地
元
・
岩
手
の
皆
さ
ま
に
音
楽

を
お
届
け
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い

か
ら
、
2
0
2
3
年
よ
り
毎
年
「
小

井
土
文
哉
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
」

を
盛
岡
で
始
動
い
た
し
ま
し
た
。

　
始
め
る
に
あ
た
り
、
白
堊
の
先
輩

方
の
数
人
が
リ
サ
イ
タ
ル
実
行
委
員

会
を
組
織
し
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に

多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
、
そ
し
て
委
員
会

の
皆
さ
ま
は
、
自
分
の
音
楽
人
生
に

お
い
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

私
た
ち
の
思
い
の
詰
ま
っ
た
演
奏
会

を
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
に
お
聴
き
い
た
だ

き
、
応
援
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い

で
す
！



（　）在京白堊会会報　2025 年 9月（第 54号） 4
　
絵
画
、
書
、
写
真
、
彫
刻
、
模
型
な

ど
の
展
示
を
は
じ
め
と
し
て
、
朗
読

や
歌
、
楽
器
演
奏
な
ど
多
彩
な
作
品
や

イ
ベ
ン
ト
が
会
場
を
華
や
か
に
彩
り
ま

す
。

　
出
展
者
同
志
で
作
品
を
囲
ん
で
の
語

ら
い
や
、
お
客
様
と
の
和
や
か
な
歓
談

も
芸
術
祭
な
ら
で
は
の
醍
醐
味
と
言
え

ま
し
ょ
う
。

　
従
来
の
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い

斬
新
な
作
品
や
、
初
め
て
の
方
の
出
品

も
大
歓
迎
で
す
。

　
奮
っ
て
作
品
の
出
品
や
会
場
へ
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日  

12
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〜
16
日
（
火
）

　
11
〜
18
時
（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

●
搬
入
日　
12
月
10
日
（
水
）

　
10
時
か
ら
搬
入
・
午
後
飾
り
付
け

●
会
場　
文
房
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

 （
千
代
田
区
神
田
神
保
町
１
の
21
の　
　

　
　
１
）

　
☎ 

０
３
（
３
２
９
１
）
３
４
１
１

●
出
展
料　
一
人
２
千
円
（
２
点

　
ま
で
）
３
点
以
上
は
１
点
に
つ
き

　
プ
ラ
ス
千
円
。
グ
ル
ー
プ
展
出
展

　
料
も
こ
れ
に
準
じ
ま
す
。

●
出
演
料　
イ
ベ
ン
ト
は
1
時
間

   

２
千
円
（
準
備
、撤
収
時
間
を
含
む
）

●
懇
親
会　
搬
入
日
の
12
月
10
日
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時
よ
り
。
参
加
費
は
４
千
円
程
度
。

●
申
込
締
切　
11
月
12
日
（
水
）

　
※
詳
細
は
、申
込
締
切
後
、出
展
（
出

　
演
）
者
に
ご
案
内
し
ま
す

●
申
込
＆
問
い
合
わ
せ
先

　
紀 

章
（
き
の
あ
き
ら 

昭
56
卒
）

　
〒
2
1
4
―
０
０
１
２

　
川
崎
市
多
摩
区
中
野
島
４
の
３
の
20

　
の
３
０
３

　
☎ 

０
４
４
（
９
２
２
）
８
６
２
９

第
18
回 

白
堊
芸
術
祭 

の
ご
案
内

　
白
亜
有
志
に
よ
る
歌
の
祭
り

　
「
歌
の
祭
り
」
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ

ず
プ
ロ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
伴
奏
で
歌
唱

を
楽
し
む
会
で
す
。
ソ
ロ
ば
か
り
で
な

く
デ
ュ
エ
ッ
ト
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

他
、
チ
ェ
ロ
、
フ
ル
ー
ト
等
、
器
楽
演

奏
も
歓
迎
で
す
。
第
27
回「
歌
の
祭
り
」

は
4
月
20
日
13
時
よ
り
サ
ウ
ン
ド
ゾ
ー

ン
・
エ
ビ
ス
タ
で
開
催
さ
れ
、
昭
和
31

年
か
ら
52
年
卒
ま
で
、
初
参
加
の
4
人

を
含
む
25
名
の
ご
出
演
で
充
実
し
た
歌

の
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

●
第
28
回
歌
の
祭
り
の
ご
案
内

　
参
加
申
込
は
締
め
切
り
ま
し
た
が
、

見
学
（
無
料
）
歓
迎
し
ま
す
。

日
時
：
2
0
2
5
年
10
月
5
日
（
日
）

受
付
開
始
：
12
時
30
分
（
予
定
）

開
演
：
13
時
〜
17
時
（
予
定
）

会
場
：
サ
ウ
ン
ド
ゾ
ー
ン
・
エ
ビ
ス
タ　

渋
谷
区
恵
比
寿
3
の
28
の
12 

A
T
Y

ビ
ル
1F

JR
恵
比
寿
駅
東
口
（
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク

経
由
）
徒
歩
8
分

●
白
堊
芸
術
祭
「
歌
の
祭
り
」
予
告

　
「
歌
の
祭
り
」
で
は
今
回
も
白
堊
芸

術
祭
協
賛
歌
の
祭
り
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
白
堊
の
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作

品
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
歌
唱
、
器
楽
演

奏
を
披
露
し
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
在
京
白
堊
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
案
内

　
本
年
の
ゴ
ル
フ
大
会
を
次
の
通
り
開

催
し
ま
す
。
日
曜
日
の
開
催
と
な
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
同
期
の
皆
さ
ま
を
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

初
め
て
の
方
や
個
人
で
の
ご
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
【
開
催
概
要
】

期
日　
2
0
2
5
年
11
月
9
日
（
日
）

会
場　
大
宮
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
宝
来

9
1
0　
埼
京
線
指
扇
駅
下
車
ク
ラ

ブ
バ
ス
有
）

　
電
話
0
4
8
（
6
2
4
）
5
7
7
0

プ
レ
ー
開
始　
9
時
（
IN
ス
タ
ー
ト
）

費
用　
参
加
費　
３
千
円

　
プ
レ
ー
費
は
各
自
で
精
算

　
セ
ル
フ
１
6
、
5
0
0
円
（
パ
ー

テ
ィ
代
別
途
）

個
人
戦　
18
ホ
ー
ル
ズ　
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
ー
。
ハ
ン
デ
ィ
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア

方
式
（
上
限
36
）

団
体
戦　
（
卒
業
年
次
別
対
抗
戦
）

　
卒
業
年
次
毎
３
〜
4
名
で
１
チ
ー

ム
。
年
次
で
3
名
未
満
は
混
成
チ
ー
ム

編
成
。
１
チ
ー
ム
上
位
3
名
の
合
計
で

順
位
付
け
し
て
、
表
彰
。

幹
事　
戸
田　
純
（
昭
48
卒
）

　toda@ken-kukan.co.jp

連絡先
【事務局】
TEL (03)6822-6333
FAX (03)6822-6311
soitogml@gmail.com
事務局長　伊藤　総

【会報編集部】
TEL(080)7518-1655
Hakua1970@gmail.com
編集長　岩澤　新治

在京白堊会ホームページのご紹介
• ホームページに情報を集約し、 
お知らせはもとより、各クラ
ブ活動の報告、イベント報告、
アラカルト（同窓生の活躍などを随時掲載）等を充実
させてまいります。

• 同期会や有志の集まりのレポート・写真等を事務局ま
でお送りください。ホームページでご紹介します。

• その他の掲載希望や、事務局への問い合わせ・連絡も
ホームページから承っております。

在京白堊会 検索
今
年
度
の
年
会
費
２
０
０
０
円

の
納
入
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

お願い


